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テ
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（Ｎ
Ｏ
１
）平
成
１
９
年
１
０
月
７
日

編
集
責
任
者

湯
浅

修

め
ぐ
み
の
糧
「
人
は
パ
ン
だ
け
で
生
き
る
の
で
は
な
く
、

神
の
口
か
ら
出
る
一
つ
一
つ
の
こ
と
ば
に

よ
る
。
」

（マ
タ
イ
４
章
４
節
）

キ
リ
ス
ト
の
貧
し
さ

”あ
な
た
が
た
は
、
私
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・キ
リ
ス

ト
の
恵
み
を
知
って
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
主
は

富
ん
で
お
ら
れ
た
の
に
、
あ
な
た
が
た
の
た
め
に

貧
し
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
あ
な
た
が
た

が
、
キ
リ
ス
ト
の
貧
し
さ
に
よ
って
富
む
者
と
な

る
た
め
で
す
。
”（第
二
コ
リ
ン
ト
八
章
９
節
）

「ペロット
シ
ス
テ
ム
社
の
ク
リ
ス
マ
ス
」（米
国
）

従
業
員
１
４
０
０
０
人
。

全
社
あ
げ
て
の
ク
リ
ス
マ
ス
が
恒
例
行
事
。

そ
の
費
用
は
、
約
４
５
０
０
万
円
。

社
長
の
モ
ー
ト
・メ
イ
ヤ
ー
ソ
ン
は
言
った
。

「今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
パー
テ
イ
は
中
止
し
ま
す
。

今
年
は
同
じ
金
額
を
用
いて
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
い

ま
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
が
手
分
け
を
し
て
、
こ
の
地

域
に
住
む
貧
し
い人
々
の
家
を
廻
って
、
そ
れ
を
手

渡
し
て
き
て
ほ
し
いの
で
す
」

従
業
員
は
、
「な
ん
で
私
た
ち
が
そ
ん
な
こ
と
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
いん
だ
！
」

「で
も
社
長
命
令
だ
か
ら
仕
方
が
な
い」

会
社
の
倉
庫
に
、
食
料
品
、
洋
服
、
子
供
の
お

も
ち
ゃ
が
山
の
よ
う
に
用
意
さ
れ
た
。

一
人
一
人
が
、
自
分
の
割
り
当
て
ら
れ
た
地

域
に
持
って
行
き
、
配
った
。
な
く
な
る
と
ま
た
会

社
に
も
ど
り
、
ま
た
出
か
け
る
。最
初
は
ぶ
つぶ
つ言
い

な
が
ら
出
か
け
て
いった
社
員
は
、
帰
って
く
る
た
び

に
、
何
か
喜
び
に
満
ち
て
いる
様
子
だ
った
。

そ
の
理
由
は
、ク
リ
ス
マス
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、
と
う

て
い期
待
で
き
な
い人
々
が
、思
いが
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
手
に
し
て
、本
当
に
喜
ん
で
く
れ
た
あ
っ
た
。

子
供
た
ち
は
、
お
も
ち
ゃ
に
飛
び
上
が
っ

て
喜
ん
だ
。
な
か
に
は
、
社
員
の
手
を
握

って
、
涙
を
流
し
て
感
謝
す
る
人
々
も

あ
った
。
そ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
体
験

を
、
社
員
は
一
人
一
人
が
し
た
の
で
あ

る
。
彼
ら
は
帰
って
く
る
た
び
に
、
喜
び

に
溢
れ
て
、
ま
た
出
か
け
て
い
く
と
い

う
、
今
ま
で
に
な
い
す
ば
ら
し
いク
リ
ス
マ
ス

を
過
ご
し
た
。

そ
し
て
、
多
く
の
従
業
員
は
言
った
。

「私
の
人
生
は
変
え
ら
れ
ま
し
た
！
」

私
た
ち
目
の
前
に
は
、
二
種
類
の
人

生
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「集
め
る
人
生
」と
「与
え
る
人
生
」で

す
。
自
分
の
能
力
、
才
能
、
時
間
、
富
、

そ
し
て
”愛
”を
人
々
に
与
え
て
い
く
・・

「人
が
一
生
を
終
え
て
残
す
こ
と
の
で

き
る
も
の
は
、
”集
め
た
も
の
”で
は
な
く

”与
え
た
も
の
”で
あ
る
」

ま
さ
に
、
イ
エ
ス
・キ
リ
ス
ト
の
御
生
涯

そ
の
も
の
で
あ
り
、
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
、

お
考
え
いた
だ
き
た
いと
思
いま
す
。

１
．キ
リ
ス
ト
は
、貧
し
い所
に
生
ま
れ
た
。

”（マ
リ
ヤ
は
）男
子
の
初
子
を
産
ん
だ
。

そ
れ
で
、
布
に
く
る
ん
で
、
飼
葉
お
け
に

寝
か
せ
た
。
宿
屋
に
は
彼
ら
の
いる
場
所
が

な
か
った
か
ら
で
あ
る
。
”

神
の
皇
太
子
な
る
キ
リ
ス
ト
は
、
王
の

宮
殿
で
は
な
く
、
馬
小
屋
（洞
窟
内
と

言
わ
れ
る
）に
貧
し
く
、
誕
生
さ
れ
た

の
で
す
。

２
．
キ
リ
ス
ト
は
、
貧
し
い
家
庭
に
育
った
。

”・・両
親
は
幼
子
を
主
に
さ
さ
げ
る
た
め
に
、
エ
ル
サ

レ
ム
へ連
れ
て
行
った
。
・・そ
れ
は
、
主
の
律
法
に
・・

書
い
て
あ
る
と
お
り
で
あ
った
。
・・”

律
法
の
規
定
で
は
、
「一
歳
の
子
羊
一
頭
と
、
・・・

家
鳩
の
ひ
な
か
、
山
鳩
を
一
羽
」を
献
げ
る
べ
き
で
し

た
が
、
そ
の
家
庭
が
、
貧
し
い
場
合
は
、

「山
ば
と
一
つ
が
い
、
ま
た
は
、
家
ば
と
の
ひ
な
二
羽
」と

定
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
が
誕
生
さ
れ

た
際
、
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ヤ
は
、
何
と
後
者
を
選
択
せ
ざ

る
を
得
な
か
った
の
で
す
。

３
．
キ
リ
ス
ト
は
、
貧
し
い
地
で
成
長
し
た
。

”さ
て
、
彼
ら
は
、
・・・ガ
リ
ラ
ヤ
の
自
分
た
ち
の
町

ナ
ザ
レ
に
帰
った
。
幼
子
は
成
長
し
、
強
く
な
り
、
知

恵
に
満
ち
て
行
った
。
神
の
恵
み
が
そ
の
上
に
あ
った
”

「ナ
ザ
レ
」と
は
、
当
時
。
全
く
の
寒
村
で
あ
り
、
僻

地
で
あ
り
ま
し
た
。
全
く
、
無
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
な

所
で
し
た
が
、
キ
リ
ス
ト
は
「ナ
ザ
レ
」と
い
う
町
で
、

人
生
の
十
分
の
九
（そ
の
人
生
３
３
年
の
う
ち
３
０
年

間
）を
、
貧
し
い
人
々
、
軽
蔑
さ
れ
た
人
々
の
中
に
住

み
、
人
々
の
苦
し
み
、
悲
し
さ
を
つ
ぶ
さ
に
経
験
さ
れ

ま
し
た
。
聖
書
に
は
”彼
（キ
リ
ス
ト
）は
さ
げ
す
れ
、

人
々
か
ら
の
け
者
に
れ
、
悲
し
み
の
人
で
病
を
知
って

い
た
。
”と
あ
り
ま
す
（後
の
３
年
半
は
公
の
伝
道
生
涯

を
送
る
）

４
．
キ
リ
ス
ト
は
、
貧
し
い
人
と
な
った
。

”キ
リ
ス
ト
は
、
神
の
御
姿
で
あ
ら
れ
る
方
な
の

に
、
神
の
あ
り
方
を
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
は
考

え
な
い
で
、
ご
自
分
を
無
に
し
て
、
仕
え
る
者
の
姿
を

と
り
、
人
間
と
同
じ
よ
う
に
な
ら
れ
た
の
で
す
。

キ
リ
ス
ト
は
人
と
し
て
の
性
質
を
も
って
現
わ
れ
、

自
分
を
卑
し
く
し
、
死
に
ま
で
従
い
、
実
に
十
字
架

の
死
に
ま
で
も
従
わ
れ
た
の
で
す
”（ピ
リ
ビ
２
章
）

神
の
子
キ
リ
ス
ト
は
神
で
あ
る
の
に
、
人
を
救
う
た

め
に
人
と
な
って
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
「受
肉
」と

言
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
神
の
栄
光
の
位
を
お
捨
て
に

な
った
、
キ
リ
ス
ト
の
七
段
階
の
謙
遜
が
見
ら
れ
ま
す
。

①
神
の
御
姿
で
あ
ら
れ
る
方
な
の
に
、
神
の
あ

り
方
を
捨
て
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
は
考
え
な
い

で
、
②
ご
自
分
を
無
に
し
て
、
③
仕
え
る
者
の

姿
を
と
り
、
④
人
間
と
同
じ
よ
う
に
な
ら
れ
た

（
、
人
と
し
て
の
性
質
を
持
っ
て
現
わ
れ
）
、
⑤

自
分
を
卑
し
く
し
、
⑥
死
に
ま
で
従
い
、

⑦
実
に
十
字
架
の
死
に
ま
で
も
従
わ
れ
た
の
で
す
。

今
年
も
ク
リ
ス
マ
ス
が
至
る
所
で
祝
わ
れ
ま
す

が
悲
し
い
か
な
、
多
く
は
主
役
不
在
で
す
。
、
真
の

ク
リ
ス
マ
ス
は
、
主
役
で
あ
る
救
い
主
イ
エ
ス
・キ
リ

ス
ト
を
、
あ
な
た
が
ご
自
分
の
心
の
中
に
お
迎
え
に

な
り
、
キ
リ
ス
ト
が
与
え
る
永
遠
の
い
の
ち
を
得
ら

れ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
「あ
な
た

が
た
が
、
キ
リ
ス
ト
の
貧
し
さ
に
よ
って
富
む
者
と
な
る
」

こ
と
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
教
会
に
お
い
で

く
だ
り
、
キ
リ
ス
ト
に
出
会
わ
れ
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ュ
ー
ク
（ア
ポ
ロ１
６
号
飛
行
士
）

「２
０
世
紀
に
人
類
が
月
の
上
を
歩
い
た
こ
と
よ

り
、
今
か
ら
２
０
０
０
年
前
に
、
神
が
人
と
な
っ

て
、
静
か
に
こ
の
地
上
を
歩
か
れ
た
こ
と
の
方
が
、

は
る
か
に
偉
大
で
感
動
的
な
出
来
事
で
あ
る
」

めぐみバプテスト教会
東京都多摩市永山6-2-5 永井ビル2Ｆ

Tel.&Fax 042-374-2311

木曜日 夜 7：00～ 8：30 祈り会

日曜日 朝 9：30～10：25 日曜学校

朝10：45～12：15 礼拝

牧師： 湯浅 修（ゆあさおさむ）

メール： qrdgp763@ybb.ne.jp

携帯℡： 080-5053-9206 （湯浅）

（２面もご覧ください）



「クリスマスと”Ｌ”の福音」

クリスマスは、英語の”L”で始まるいくつか 小屋の汚物 にまみれた飼葉おけだったという、
の言葉に象徴される出来事だと言われます。 このアンバランスはもっと大きな驚きです。
第1は“Lost”で、失われたものと訳せる言葉 クリスマスになるとよく歌われる聖歌に「うま
です。道に迷って行先がわからなくなった時、 ぶねのごときわが心に 救い主イエスは宿りま
“I am lost.”と言うようですが、直訳すれば せり」というのがあります。当時のその地方の
”私は失われている”ということになりましょ 家畜小屋は洞窟の中だったらしく、風通しの悪
う。私たちは皆、聖書にあるように「羊のよう い臭気の立ちこめた不衛生きわまりない環境だ
にさまよい、おのおの、自分かってな道に向か ったろうといわれます。しかし、その家畜小屋、
って」行先を失っていたものです。その「失っ 飼葉おけが、いかに汚れて汚いと言っても、
ていた者を捜して救うために」主は来られたと もしかして人間の心ほどではないと言えるかも
いうのが、クリスマスであるわけです。 知れません。でも、あえて鼻持ちならないよう
第2は“Least”ですが、これは「最小の」と な臭気に満ちた醜悪ともいえる人間の心にも、
訳せる言葉です。主イエスが誕生した地は、 いや、そういう心にこそ、救い主は宿ってくだ
名も知れない小さな小さな町ベツレヘムでした さるという。あの時、あの場に、御使いの賛美
が、「ユダの地ベツレヘム、あなたは……決して が響きわたり、神の栄光がその場を照らしたよ
一番小さくはない」と言われるに至ったのです。 うに、私たちの汚れた心をも、輝くものに変え
それはキリストの来臨が、一番小さいと言われ てくださるという、ここにクリスマスのメッセ
て卑しめられていた者をも「決して一番小さく ージがあるのです。
はない」存在に高めてくださるという福音を象 以上のような三つの”L”に対して現されたの
徴しているように思えるのです。 が、次の三つの"L"です。それは
第3は“Last”です。これは「最後」という意 ”Love”(愛）、“Light”(光）、“Life”(いのち）
味で使われますが、「最低」とも訳されます。 なのです。
待望の御子、救い主の誕生という史上最大のビ クリスマスにおいて神の愛が具現化し、それが
ッグニュースが、社会的には最低に属するとさ この世を照らす光となり、私たちにいのちをも
れていた羊飼いにまず告げられたというのは驚 たらすことになったのです。その意味で、クリ
きです。それ以上に「王としてお生まれになっ スマスを心から喜び、そしてこのシーズンに、
た」はずの御子イエスの産み落とされた場が、 ここに示されている”Ｌ”の福音をあなたも知
何とこれ以下はないという臭気ふんぷんたる家畜 っていただくことをお勧めいたします。

（ＰＢＡだより、2007年12月号）

めぐみバプテスト教会のクリスマスご案内

主な予定

12/ 8（土） 午後4:00～ 諏訪商店街クリスマスフェスティバル聖歌隊讃美（諏訪商店街にて）

12/ 9（日） 午後4:00～ 諏訪商店街クリスマスフェスティバル聖歌隊讃美（ ” ）

12/16（日） 午後2:30～ 女性クリスマス会（当教会にて）

12/22（土） 午前10:30～ 子どもクリスマス会（諏訪商店街のお弁当屋さんにて）

12/23（日） 午前10:45～ クリスマス礼拝（当教会にて）クリスマス礼拝（当教会にて）
（クリスマス集会は、どれもすべて無料です）

（疑問・ご質問何でも、お問い合わせ下さい。お待ちしています）

聖書通信講座の御紹介
誰でも無料で学ぶことのできる聖書

通信講座があります。講座は幼児用

から大人までのコースです。ご希望の

方は、どうぞ、お気軽に当教会まで

御連絡下さい。早速、スタートができます

℡. 042-372-5693
メール. qrdgp763@ybb.ne.jp

あ
と
が
き
に
か
え
て

「
め
ぐ
み
の
糧
」
第
三
号
を
お
読
み
下

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
号
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
中
心
に
に

編
集
を
致
し
ま
し
た
。
編
者
の
願
い
は
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
が
、
教
会
に
足
を

お
運
び
い
た
だ
き
、
本
当
の
ク
リ
ス
マ
ス
を

”
体
験
”
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
偽
装
問
題
、
格
差
問
題
、
年
金
問

題
、
少
子
高
齢
問
題
・
・
・
・
不
安
や
絶

望
と
い
っ
た
感
情
が
、
多
く
の
人
々
の
心
に

蔓
延
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
私
た
ち
の
中
に
、
キ
リ
ス

ト
は
来
ら
れ
、
住
ま
わ
れ
ま
す
。
キ
リ
ス

ト
を
信
じ
、
真
の
平
安
と
喜
び
に
満
ち
あ

ふ
れ
る
人
生
に
お
入
り
に
な
る
れ
ま
す
よ

う
に
・
・・
・
。

”
わ
た
し
（
キ
リ
ス
ト
）
は
、
あ
な
た
が
た
に

平
安
を
残
し
ま
す
。
わ
た
し
は
、
あ
な
た
が
た

に
わ
た
し
の
平
安
を
与
え
ま
す
。
わ
た
し
が
あ

な
た
が
た
に
与
え
る
の
は
、
世
が
与
え
る
の
と

は
違
い
ま
す
。
”
（ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
１
４
章
）




